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文化遺産を対象としたディジタルアーカイブに関する研究

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・　情報処理論特殊講義I（一）（二）（前期）
・　情報処理論特殊講義II（一）（二）（後期）

授業科目

学部担当科目

・デジタルアーカイブ概論(前期)
・文化情報論（後期）
・情報学(後期)
・プログラミング言語I・II(前期・後期)
・情報工学（後期）
・演習I・II・III・IV（前期・後期）

・　情報処理

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

・国際交流委員会委員、学部内教務委員、ネットワーク委員会委員、博物館委員、
社会学部実習室管理委員、情報処理センターシステム検討ワーキンググループ、IR委員会など
・次期情報教育システムの設計
・奈良大学博物館企画展示「謎の大寺 奈良県山添村毛原廃寺跡－史跡保存の100年－」の映
像展示

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

(1) 科学研究費補助金　基盤研究（B）　研究分担者
　　　「内閣府世論調査の測定誤差の研究」
(2) 科学研究費補助金　基盤研究（Ｂ）　研究分担者
　　　「初期遊牧社会における社会複雑化とユーラシア東西交易路の復元に関する包括的研究」
(3) 科学研究費補助金　基盤研究（C）　研究分担者
　　　「5～13世紀ユーラシア東方における都城と仏塔の比較史的研究と3Dアーカイブ作成」

平　成　30　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

電子情報通信学会、情報処理学会、地理情報システム学会、教育システム情報学会、
日本教育工学会、バーチャルリアリティ学会、日本モンゴル学会など

(1)モンゴルからの留学生の研究指導
(2)独自ポートフォリオシステムの開発と運用

(1)山添村毛原廃寺のドローン撮影・測量
(2)奈良県の委託委員会

龍谷大学大学院理工学研究科電子情報学専攻博士課程後期

博士（工学）

情報メディア、画像処理、ディジタルアーカイブ、情報考古学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】
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③ モンゴル国トゥブ県ホスティ
ン・ボラク3遺跡（KBS-3) -2018
年の調査報告

② 18世紀の寺院都市ズーン・
フレーの西側遺構の調査

④ モンゴル国トゥブ県ホスティ
ン・ボラク4遺跡の調査報告-匈
奴の竪穴建物の調査報告

2018年11月
日本中国考古学会
2018年度大会

 トゥブ県ムングモリット郡にある匈奴時
代の瓦窯跡の調査、および出土した瓦
の比較を行った。（pp.43-50）

⑦　旬奴の瓦塼生産と供給お
よび秦漠との比較研究-モンゴ
ル国ホスティンボラグ第3遺跡1
号窯跡の調査-

⑥ ブルハント・オールの青銅
器・鉄器時代墓の調査

 青銅器・鉄器時代の墓域を測量し、ス
トーンサークル内の発掘区域の記録を
行った。（pp.49-52）

奈良大学紀要第47号

『ズーン・バイトラグ川
流域の考古学（モンゴ
ル語）』、モンゴル科学
アカデミー歴史・考古
学研究所出版

2018年8月

① Webミュージアムとモノづくり
を活用したSTEAM教育の一検
討

2019年3月
STEAM教育について
考える会（次世代大学
教育研究会番外編）

 匈奴時代の竪穴建物の発掘調査、お
よび測量調査を実施した成果を示し
た。(pp.41-44)	

（学会発表）

2019年2月

北アジア調査研究報
告会実行委員会、第
20回北アジア調査報
告会

北アジア調査研究報
告会実行委員会、第
20回北アジア調査報
告会
北アジア調査研究報
告会実行委員会、第
20回北アジア調査報
告会

北アジア調査研究報
告会実行委員会、第
20回北アジア調査報
告会

2019年2月

2019年2月

2019年2月

⑤ 2018年モンゴル国オルズ川
流域の考古学調査

2019年2月

北アジア調査研究報
告会実行委員会、第
20回北アジア調査報
告会

　モンゴル国オルズ川流域にあるイグ
ル時代と推察されるシャルツ・オール1
遺跡の調査を行った。(pp.69-72)

 科学、技術、工学、芸術、数学を統合
的に学習するSTEAM教育を実践する
ためのモノづくり方法の活用とそれを
展示するためのWebジュージアムにつ
いての検討を行った。

（著書）

2019年2月

 契丹（遼）時代の土城バルスホト1の測
量結果、および隣接する仏塔の修復
前後の構造情報をもとに構造比較と修
復に関する問題点を示した。（pp.147-
158）

 匈奴時代の窯跡の発掘調査、および
測量調査を実施した成果を示した。
(pp.33-36)

（学術論文）

①　契丹（遼）時代の土城「バ
ルスホト1」に隣接する仏塔の修
築前後の構造比較

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要
発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

 18世紀の寺院都市ズーン・フレーの西
側にある遺構をレーダ探査、およびド
ローンを用いた画像計測により、遺構
構造を明らかにした。(pp.45-48)

①　ズーン・バイトラグ川流域に
おける遺跡調査（モンゴル語）

 トゥブ県ムングモリット郡ズーン・バイト
ラグ川流域にある青銅時代から清朝統
治時代の遺跡群を対象に測量した結
果を示した。（pp.205-234）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]



単著

単著

単著

単著

2018年8月

中世纪都城和草原丝
路与契丹辽文化国际
学术研讨会—纪念辽
上京建城1100周年

 契丹（遼）時代に築かれた土城バルス
ホト1と隣接している仏塔をドローンを
用いて測量した結果を示し、仏塔の修
築前後の構造情報を比較した。(p.41)

⑨关于蒙古国东方省所在辽代
八児思城Ⅰ旁边佛塔的	三维
数字档案和考察

⑧ 3D Digital Archives of
Khustyn Bulag Sites

2018年9月

XIONGNU
SETTLEMENT AND
HISTORY OF
ANCIENT CRAFT
PRODUCTION,
Khaan Kherlen tourist
camp, Mongolia

 トゥブ県ムングモリット郡にある匈奴時
代の土城フレート・ドフ、テレルジの測
量結果、突厥の祭祀跡、18世紀の寺
院跡ズーン・フレーと周辺の基壇跡、
およびこれら周辺の地形の測量を実施
した。

 青銅器時代から清朝統治時代までの
遺跡デジタルアーカイブ結果について
示し、18世紀の寺院都市ズーン・フ
レーに関する考察を行った。(pp.80-
81)

⑩ Archives of Khustyn Bulag
Sites

（その他）

モンゴル科学アカデ
ミー歴史・考古学研究
所

2018年6月

the Society for East
Asian
Archaeology(SEAA)
2018

 青銅器・鉄器時代の墓域を測量し、ス
トーンサークル内の発掘区域の記録を
行った。また、匈奴時代の竪穴建物跡
や窯跡の測量を実施した。さらに、18
世紀の寺院都市ズーン・フレーの西側
にある遺構をレーダ探査、およびド
ローンを用いた画像計測により、遺構
構造を明らかにした。契丹（遼）時代の
土城バルスホト1の測量結果、および隣
接する仏塔の修復前後の構造情報を
もとに構造比較を行った。また、オルズ
川流域にある製鉄遺跡とウイグル時代
と推察されるシャルツ・オール1遺跡の
測量調査結果を示した。
(全80ページ)

公益財団法人奈良市
生涯学習財団と奈良
大学の共催事業「第10
回奈良大学公開講座
『夏の夜話2018』、仮
想通貨の周辺」

2018年7月
②　インターネットにおける暗号
技術と課題

 インターネットで利用されている暗号
技術について解説し、それを応用した
仮想通貨の原理について説明し、イン
ターネットの利用における課題を示し
た。

①　トゥブ県ムングモリット郡
ズーン・バイトラグ川流域；モン
ゴル・日本共同プロジェクト
2018年度調査報告書（モンゴ
ル語）

共著 2019年2月


